
東日本大震災からまもなく10年が経過します。

震災を忘れず、被災地に寄り添い続けるために、遠く静岡の地からできる取り組みとして、岩手県大槌町に実在する

“天国に繋がる電話ボックス”をモチーフに製作された映画「風の電話」の上映会を実施するための

「TOMOSHIBIプロジェクト」が2020年10月に始まりました。

新型コロナウイルス感染症の拡大によって、わたしたちは人と人とのつながりを無意識のうちに断ち切ってしまっています。

このような時だからこそ、心と心のつながりは断ち切らず、家族や故郷についても考える機会としてぜひご鑑賞ください。

天国に繋がる電話に導かれて―。
傷ついた日本を辿る、
少女の出会いと再生の物語。

映画

風の電話
上映会

※新型コロナウイルスの感染状況によって、ゲストはオンラインもしくはビデオレターになる場合があります。あらかじめご了承ください。

13:00～16:00
しずぎんホール

ユーフォニア （静岡市）

ゲスト：中川 優芽さん
（元釜石市地域おこし研究員）

2021年3月20日（祝）
14:00～17:00

静岡県男女共同参画センター
「あざれあ」 大ホール （静岡市）

ゲスト：佐々木 格さん
（ベルガーディア鯨山主宰）

2021年3月6日（土）
13:00～16:00

クリエート浜松
ホール （浜松市）

ゲスト：東梅 守さん
（大槌町議会議員）

2021年4月10日（土）

13:00～16:00
下田市民文化会館
小ホール （下田市）

ビデオレター

2021年4月18日（日）
13:00～16:00

サンウェルぬまづ
多目的ホール （沼津市）

ゲスト：八木澤 弓美子さん
（おおつちこども園園長）

2021年4月24日（土）



映画情報

東日本大震災で家族を失った高校生ハル。広島から故郷の岩手県大槌町に戻る旅路の中、
心に傷を背負った少女が“希望”を取り戻すまでを描いた感動のロード・ムービー。

17歳の高校生ハル（モトーラ世理奈）は、東日本大震災で家族を失い、広島に住む伯母、
広子（渡辺真起子）の家に身を寄せている。心に深い傷を抱えながらも、日常を過ごす
ハルだったが、ある日、広子が倒れてしまう。自分の周りの人がすべていなくなる不安に
駆られたハルは、あの日以来、一度も帰っていない故郷の大槌町へ向かう。
様々な人と出会い、食事をふるまわれ、抱きしめられ、「生きろ」と励まされるハル。
道中で出会った元原発作業員の森尾（西島秀俊）と共に旅は続いていき…。
そして、ハルは導かれるように、故郷にある＜風の電話＞へと歩みを進める。
家族と「もう一度、話したい」その想いを胸に―。

モトーラ世理奈 西島秀俊 西田敏行（特別出演） 三浦友和
渡辺真起子 山本未來 占部房子 池津祥子 石橋けい 篠原 篤 別府康子
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会場内ではマスクの着用をお願いいたします。入室時には手指消毒・検温を実施します。また、体調チェックシートを事前に

お渡しさせていただきますので、当日受付にて提出をお願いいたします。

上映会は会場定員の半分以下で実施いたしますが、座席の間隔をあけて着席をお願いいたします。また、こまめに換気を

行いますので、あたたかい服装でお越しください。

※感染の拡大状況によっては、上映会を延期もしくは中止する場合があります。あらかじめご了承ください。

開催の可否については、静岡県ボランティア協会のホームページに掲載いたしますので、ご確認ください。

新型コロナウイルス感染症対策へご協力お願いいたします
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一般社団法人静岡県労働者福祉協議会、静岡県生活協同組合連合会、連合静岡、「小さな親切」運動静岡県本部、

社会福祉法人聖隷福祉事業団、株式会社静岡新聞社・静岡放送株式会社、特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会

TOMOSHIBIプロジェクト実行委員会


